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　かつて鍛冶職人は旧暦11月8日に、ふいご祭という祭を行っていた。仕事
場をきれいに掃除し、仕事道具であるふいご（送風器）に注縄を張り、神官
を呼んで無事故と商売繁盛を祈ってもらい、その後親族や弟子を呼んでささ
やかな宴を持ち、隣近所にみかんを配ったという話は今でもあちこちで聞く
ことができる。この祭は鍛冶職人のみでなく、鉄の細工に関わる人たちの中
で行われてきた祭事であり、石工もしばしば行っていた。石工は携帯可能な
小さなふいごを持っており自分の工具はそれを使って自ら焼き入れや修理を
していたからである。さまざまに鉄に関わる人たちの祭といってよい。�
　そして、その伝統は現在の大学においても引き継がれている。写真は2006
年11月9日にとり行われた神奈川大学工学部におけるふいご祭。本学に機械
工学科がおかれていることによる。ふいご祭の手前の写真は機械工学センタ
ーNCI作業実習室。ある意味で現代社会においての「鍛冶場」のひとつの姿
であろう。�
　当日は神奈川大学の近くの熊野神社の宮司さんにお願いし、工学部長、事
務局代表、機械工作科主任、機械工作センター責任者などが玉串奉典。神事
のあとは五十名ほどの列席者で直会（なおらい）の宴をもつ。私が十余年前
に調べた時点では、金工の彫刻がカリキュラムの中にある武蔵野美術大学や
東京芸術大学でも行われていた。その諸経費は、正規の大学の予算の中に計
上され、とり行われている例が多い。（撮影　本田  広幸、2006年11月）�
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